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埼経協ニュース417号

令
和
二
年
度
定
時
総
会
は
、
五
月
十

三
日
㈬
一
五
時
三
〇
分
か
ら
Ｔ
Ｋ
Ｐ
ガ

ー
デ
ン
シ
テ
ィ
Ｐ
Ｒ
Ｅ
Ｍ
Ｉ
Ｕ
Ｍ
大
宮

に
て
開
催
さ
れ
た
。

当
日
は
二
十
四
名
の
方
に
ご
参
加
い

た
だ
き
、
定
足
数
確
認
後
、
石
井
会
長

が
議
長
と
な
り
審
議
が
進
め
ら
れ
、
左

記
の
六
議
案
が
原
案
通
り
承
認
さ
れ
た
。

そ
の
後
、
左
記
の
報
告
事
項
つ
い
て
も

了
解
さ
れ
た
。

【
議
案
】

一
�
令
和
元
年
度
事
業
報
告

二
�
令
和
元
年
度
決
算
報
告

三
�
令
和
二
年
度
事
業
計
画

四
�
令
和
二
年
度
収
支
予
算

五
�
理
事
の
選
任

六
�
副
会
長
の
選
任

【
報
告
事
項
】

一
�
常
任
幹
事
・
幹
事
の
追
加
委
嘱

二
�
令
和
二
年
度
通
常
会
費
を
減
額
す

る
こ
と
に
つ
い
て

三
�
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
症
対

策
事
業
等
に
対
す
る
埼
玉
県
へ
の

寄
付
金
拠
出
の
件

続
い
て
、
石
井
会
長
か
ら
以
下
の
五

名
の
新
規
会
員
を
ご
紹
介
い
た
だ
い
た

方
々
に
対
し
、
感
謝
状
の
贈
呈
が
行
わ

れ
た
。

・
福
岡
聡
氏
（
㈱
埼
玉
り
そ
な
銀
行
代

表
取
締
役
社
長
）

・
橋
本
義
昭
氏
（
埼
玉
懸
信
用
金
庫
理

事
長
）

・
川
﨑
春
夫
氏
（
㈱
サ
イ
サ
ン
代
表
取

締
役
社
長
川
本
武
彦
氏
の
代
理
）

・
藤
池
一
誠
氏
（
㈱
デ
サ
ン
代
表
取
締

役
社
長
）

・
佐
藤
初
恵
氏
（
㈱
奉
建
社
代
表
取
締

役
）

そ
の
後
事
務
局
報
告
が
行
わ
れ
終
了

し
た
。

一般社団法人 埼玉県経営者協会会報

’20 月号

日本経団連 埼玉

令
和
元
年
度
事
業
報
告
・
決
算
報
告
、

令
和
二
年
度
事
業
計
画
・
収
支
予
算
、

理
事
の
選
任
、
副
会
長
の
選
任
の

六
議
案
を
承
認

―
令
和
二
年
度
定
時
総
会

新
副
会
長
に
大
西
精
治
氏
（
東
日
本
旅
客
鉄
道
㈱
執
行
役
員
大
宮
支
社
長
）、

笹
岡
博
氏
（
Ｕ
Ｄ
ト
ラ
ッ
ク
ス
㈱
バ
イ
ス
プ
レ
ジ
デ
ン
ト
）
の
二
氏
が
就
任
。

感謝状を贈呈された組織拡大協力の会員の方々

定時総会の会場の模様 開会挨拶をする石井進会長

6・7
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新
副
会
長
に
大
西
精
治
氏
（
東

日
本
旅
客
鉄
道
㈱
執
行
役
員
大
宮

支
社
長
）、
笹
岡
博
氏
（
Ｕ
Ｄ
ト

ラ
ッ
ク
ス
㈱
バ
イ
ス
プ
レ
ジ
デ
ン

ト
）
の
二
氏
の
就
任
を
内
定
。
常

任
幹
事
に
鯵
坂
司
郎
氏
（
㈱
タ
ム

ロ
ン
代
表
取
締
役
社
長
）
と
大
江

健
介
氏
（
本
田
技
研
工
業
㈱
埼
玉

製
作
所
執
行
職
埼
玉
製
作
所
長
）

の
二
氏
が
新
た
に
就
任
。
幹
事
に

片
山
雄
一
郎
氏
（
㈱
カ
タ
ヤ
マ
代

表
取
締
役
）
が
新
た
に
就
任
。

令
和
二
年
度
第
一
回
理
事
会
・

幹
事
会
を
み
な
し
決
議
に
よ
り
開

催
し
、
左
記
の
五
議
案
に
つ
い
て

原
案
通
り
ご
承
認
い
た
だ
く
と
と

も
に
、
報
告
事
項
に
つ
い
て
も
ご

了
解
い
た
だ
い
た
。

議
案
・
報
告
事
項
は
次
の
通
り
。

（
議
案
）

一
�
令
和
元
年
度
決
算
報
告

二
�
理
事
の
選
任

三
�
副
会
長
の
選
任

四
�
常
任
幹
事
・
幹
事
の
追
加
委

嘱

五
�
令
和
二
年
度
定
時
総
会
の
招

集

（
報
告
事
項
）

一
�
令
和
二
年
度
通
常
総
会
を
減

額
す
る
こ
と
に
つ
い
て

目

次
頁

�
令
和
二
年
定
時
総
会

開
催

一

�
令
和
二
年
度
第
一
回

理
事
会
・
幹
事
会
開

催

二

�
令
和
二
年
度
第
二
回

理
事
会
開
催

三

�
経
済
六
団
体

緊
急

事
態
措
置
の
追
加
実

施
に
対
す
る
緊
急
要

望

四

�
経
済
三
団
体

新
型

コ
ロ
ナ
対
策
と
し
て

県
に
三
〇
〇
万
円
寄

付

四

�
暑
中
お
見
舞
い
申
し

上
げ
ま
す

五

�
埼
玉
大
学
研
究
者
と

の
出
会
い
の
広
場
八

�
も
の
つ
く
り
大
学
へ

よ
う
こ
そ

九

�
採
用
に
関
す
る
教
育

長
か
ら
の
要
請

十

�
ワ
ン
ポ
イ
ン
ト
労
働

法

十

�
埼
玉
県
か
ら
の
お
知

ら
せ

十
一

�
事
業
だ
よ
り

十
二

�
告
知
版
、
会
員
の
動

き

十
二

監査報告をする中込秀明監事

組織拡大協力会員として
感謝状を贈呈された福岡 聡氏

組織拡大協力会員として
感謝状を贈呈された橋本義昭氏

組織拡大協力会員として
感謝状を贈呈された佐藤初恵氏

幹事に新たに就任した片山雄一郎氏

組織拡大協力会員として感謝状を贈呈
された川本武彦氏の代理の川﨑春夫氏

組織拡大協力会員として
感謝状を贈呈された藤池一誠氏

令
和
二
年
度
第
一
回
理

事
会
・
幹
事
会
開
催
〜
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成成立立

五
月
十
三
日
㈬
十
五
時
よ
り
、
理
事

十
五
名
と
監
事
二
名
が
出
席
し
、
Ｔ
Ｋ

Ｐ
ガ
ー
デ
ン
シ
テ
ィ
Ｐ
Ｒ
Ｅ
Ｍ
Ｉ
Ｕ
Ｍ

大
宮
に
て
開
催
さ
れ
た
。

石
井
会
長
の
開
会
挨
拶
の
後
、
議
案

の
審
議
に
入
り
、
事
務
局
よ
り
議
案
に

つ
い
て
説
明
が
行
わ
れ
、
そ
の
後
の
審

議
の
結
果
、
満
場
一
致
で
承
認
・
可
決

さ
れ
た
。
そ
の
後
、
左
記
の
報
告
事
項

に
つ
い
て
も
了
解
さ
れ
た
。

理
事
会
議
案
・
報
告
事
項
は
次
の
通

り
。

（
議
案
）

一
�
令
和
元
年
度
事
業
報
告

（
報
告
事
項
）

一
�
新
規
会
員
ご
紹
介
者
へ
の
感
謝
状

贈
呈
の
件

二
�
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
症
対

策
事
業
等
に
対
す
る
埼
玉
県
へ
の

寄
付
金
拠
出
の
件

三
�
そ
の
他

令
和
元
年
度
事
業
報
告
を

満
場
一
致
で
承
認

〜
令
和
二
年
度
第
二
回
理
事
会
を
開
催
〜

全国ネットの人材情報で、
出出向向・・移移籍籍等等のの支支援援！！

●お問い合わせ

�048‐642‐1121（土・日・祝日休）
http://www.sangyokoyo.or.jp/

出向・移籍の
専門機関

企業間の人材マッチングを
サポートしています。

無 料
情報の提供、相談、
あっせんの費用は
かかりません。

信頼と安心
経済・産業団体と
厚生労働省の協力
で設立された公益
法人です。

開会挨拶をする石井進会長

新副会長に内定したUDトラックス㈱バイスプレジデントの笹岡 博氏

お気軽に
ご相談ください

埼玉
事務所

出向・移籍対象者 求 人

受受入入企企業業

情報の授受
相談など

斡旋・紹介

企業間交渉の
機会の設定など

セセンンタターー
情報の授受
相談など

送送出出企企業業
人人事事部部門門
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ダウンロードはこちら

県
内
の
経
済
6
団
体
は
、
四
月
十
五

日
㈬
、
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
拡

大
に
伴
い
、
遊
興
施
設
な
ど
に
休
業
を

要
請
す
る
緊
急
事
態
措
置
の
第
2
弾
が

実
施
さ
れ
た
こ
と
を
受
け
、
対
策
を
取

る
よ
う
求
め
る
緊
急
要
望
を
実
施
し
た
。

要
望
を
出
し
た
の
は
、
本
会
、
商
工
会

議
所
連
合
会
、
商
工
会
連
合
会
、
中
小

企
業
団
体
中
央
会
、
経
済
同
友
会
、
中

小
企
業
家
同
友
会
の
6
団
体
。
商
工
会

議
所
連
合
会
の
池
田
一
義
会
長
が
大
野

元
裕
知
事
に
要
望
書
を
提
出
し
た
。

本
会
石
井
進
会
長
、
商

工
会
議
所
連
合
会
の
池
田

一
義
会
長
、
経
済
同
友
会

の
藤
池
誠
治
代
表
幹
事
、

戸
所
邦
弘
代
表
幹
事
は
、

五
月
十
八
日
㈭
、
新
型
コ

ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
症
対

策
に
対
す
る
県
へ
の
寄
付

金
と
し
て
各
団
体
1
0
0

万
円（
合
計
3
0
0
万
円
）

の
目
録
を
大
野
元
裕
知
事

に
手
渡
し
た
。
併
せ
て
、

3
団
体
と
し
て
県
へ
提
言

を
行
っ
た
。

提
言
に
は
、
官
民
協
働

で
優
先
的
に
取
り
組
む
べ

き
五
つ
の
対
策
と
し
て
、

①
出
口
基
準
の
明
確
化
と

新
し
い
生
活
様
式
の
定
着

化
推
進
②
官
民
連
携
プ
ラ

ッ
ト
フ
ォ
ー
ム
設
置
に
よ

る
事
業
復
活
・
活
性
化
支

援
③
医
療
従
事
者
等
へ
の

支
援
強
化
④
自
然
災
害
と

の
重
複
を
想
定
し
た
医
療

体
制
の
整
備
⑤
社
会
的
弱

者
の
子
ど
も
た
ち
、
未
来

を
担
う
子
ど
も
た
ち
へ
の

支
援
強
化
を
盛
り
込
ん
だ
。

大
野
知
事
に

「
埼
玉
県
に
お
け
る
緊
急
事
態
措
置

の
追
加
実
施
に
対
す
る
緊
急
要
望
」

を
実
施

県経済6団体が大野元裕知事に要望書を提出した

新新新新新新新新新新新新新新新新新新新新新新新新新新新新新新新新新新新新新新新新
型型型型型型型型型型型型型型型型型型型型型型型型型型型型型型型型型型型型型型型型
ココココココココココココココココココココココココココココココココココココココココ
ロロロロロロロロロロロロロロロロロロロロロロロロロロロロロロロロロロロロロロロロ
ナナナナナナナナナナナナナナナナナナナナナナナナナナナナナナナナナナナナナナナナ
対対対対対対対対対対対対対対対対対対対対対対対対対対対対対対対対対対対対対対対対
策策策策策策策策策策策策策策策策策策策策策策策策策策策策策策策策策策策策策策策策
とととととととととととととととととととととととととととととととととととととととと
しししししししししししししししししししししししししししししししししししししししし
てててててててててててててててててててててててててててててててててててててててて

県県県県県県県県県県県県県県県県県県県県県県県県県県県県県県県県県県県県県県県県
にににににににににににににににににににににににににににににににににににににににに
３３３３３３３３３３３３３３３３３３３３３３３３３３３３３３３３３３３３３３３３
００００００００００００００００００００００００００００００００００００００００
００００００００００００００００００００００００００００００００００００００００
万万万万万万万万万万万万万万万万万万万万万万万万万万万万万万万万万万万万万万万万
円円円円円円円円円円円円円円円円円円円円円円円円円円円円円円円円円円円円円円円円
寄寄寄寄寄寄寄寄寄寄寄寄寄寄寄寄寄寄寄寄寄寄寄寄寄寄寄寄寄寄寄寄寄寄寄寄寄寄寄寄
付付付付付付付付付付付付付付付付付付付付付付付付付付付付付付付付付付付付付付付付

県内3団体より大野元裕知事に提言を行なった 本会石井進会長より大野元裕知事に
寄付金100万円の目録を手交した
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人工結晶の合成、評価
電子機能性セラミックス
の合成、評価

学歴・略歴
武田 博明
（たけだ ひろあき）
1992金沢大学理学部地学
科卒、1998東北大学大学
院理学研究科博士後期課
程修了、博士（理学）、
奈良先端科学技術大学院
大学助手・助教、東京工
業大学准教授などを経て、
2020より現職。専門は無
機材料化学。

ダイヤモンド、エメラルド、ルビ
ー、サファイア、トパーズ…美しい

宝石は太古より人々を魅了しております。これらは
宝飾用としてだけではなく、ダイヤモンドは研磨や
切削、ルビーはレーザー用、サファイアは青色 LED
の基板と工業的にも多く利用されています。私たち
のグループでは、このような人のために役に立つ結
晶（働く宝石）を創ることを目的に研究を行ってお
ります。ここでは、その一例として高温用圧電結晶
の開発を紹介します。地熱・火力発電所施設の非破
壊検査による安全管理、化学プラントでのダストモ
ニタによる環境配慮、自動車・船舶のエンジン燃焼
圧モニタリングによる燃焼効率アップは今後ますま
す重要になってきます。これらの要素技術として圧
電（力を加えると電気を生じる）結晶を用いたセン
サが必須となり、これには高温で⑴腐食しない（高
い化学安定性）・⑵応答信号の強さが温度に依らず
一定（安定した圧電特性）・⑶発生した電気を漏ら
さない（高い電気抵抗率）をもち、⑷歩留まりが高
い（結晶化が容易）である圧電結晶が必要です。し
かし、これまで全ての条件を満たす結晶は見つかっ
ておりませんでした。そこで、まず、⑶に注目し、
高い電気抵抗率には酸素欠陥を生じにくい元素や骨

格が有効であるとの開発指針を立て、セメント鉱物
であるゲーレナイトを見いだしました。このゲーレ
ナイトはカルシウム、アルミニウム、ケイ素、酸素
と資源豊富な元素のみからなり、製造コストや原料
調達リスクを低減できるだけでなく、サステナビリ
ティに貢献できる圧電結晶として期待されます。現
在、ゲーレナイトをベースとした結晶の大型化に取
り組む一方、高温での特性を評価し、センサの構造
設計・試作を行っております。このテーマの他、リ
チウムイオン電池の全固体化を可能とする固体電解
質結晶の合成や生体分子センサ用結晶の創成にも取
り組んでおります。

人が生きていくための基盤
として「健康」は重要な資源
の1つであり、超高齢化社会
が進む日本では健康・予防医
療ニーズが高まっています。
私たちのような基礎研究はす
ぐに産業につながるものでは
ありません。しかし、老化や
老化関連疾患発症のメカニズ
ムを解明することは、人々が
加齢に伴って社会活動が低下
することや、疾患の発症の予
防法や治療法の開発にもつな
がります。老化の基礎研究は、
健康医療産業を科学的エビデ
ンスで支えるという重要役割
を担っているのです。
学歴・略歴
西尾 尚美
（にしお なおみ）
早稲田大学人間科学研究科博
士課程修了（博士（人間科
学））
理化学研究所（名古屋支所）
研究員、名古屋大学大学院医
学系研究科分子細胞免疫学教
室COE研究員、特任助教を
経て2018年より現職

人が老いること、これは避けられ
ない生命現象です。老い、つまり老

化ですが、それは悪いことなのでしょうか？そうで
はありません。人は受精卵となり発生した時から老
化が始まります。細胞レベルでは、様々な役割を持
つ細胞1つ1つは、常に老化して寿命を全うし、新
たな細胞がその役割を担う、このような現象は新生
児でも高齢者でも常に体内で起こっています。私た
ちは老化をしないと成長もできないのです。個体レ
ベルではどうでしょうか。ヒトが全て新生児のまま
老化をしなければ社会は成立しません。老化の過程
で私たちは様々な活動に耐え得る身体、心、知恵を
得て社会を作り上げているのです。しかし、現在の
日本社会では老化が「問題」と
して捉えられてしまっています。
老化による生体機能の低下が社
会活動の妨げや、様々な疾患発
症の原因となっているからです。
老化しても社会生活を正常に営
むことができ、疾患を発症せず
に寿命を全うできるのであれば、
老化は「問題」ではなくなるの

ではないでしょうか？「老化しても健康で生活でき
る」、私の老化研究が目指しているところです。
私はこれまで免疫の研究を通して、生活習慣病を
含む老化関連疾患の発症原因を探ってきました。「病
気はすべて免疫で語れる」と言った研究者がいるの
ですが、免疫というのは病気の発症と深く関わって
いるのです。実際に、多くの老化関連疾患は加齢に
伴う免疫機能の変化、すなわち免疫老化が原因で発
症していることもわかってきました。私が所属して
いた研究グループでは「GADD34」というタンパク
質の機能に注目し、老化の研究を行っていました。
その研究の中で、私はGADD34遺伝子を欠損した
マウスは、早期に免疫老化を起こし、脂肪肝や糖尿

病を発症することを発見しました。そこ
で現在では、GADD34遺伝子欠損マウス
を使って、脂肪肝や糖尿病の他、様々な
老化関連疾患発症のメカニズム解明を目
指して研究を行っています。
なぜ老化するのか、年をとると病気し
やすいのはなぜか、その原因がわかれば、
健康な老後が夢ではありません。目指せ
元気なおじいちゃん、おばあちゃん！

埼埼玉玉大大学学研研究究者者ととのの出出会会いいのの広広場場
今回の内容について、ご関心・興味をお持ちの方は、下記にご連絡下さい。

埼玉県経営者協会 専務理事 廣澤 健一 �048‐647‐4100
�048‐641‐0924

シリーズ
第第第第第第第第第第第第第第第第第第第第第第第第111111111111111111111111111111111111111111111111999999999999999999999999回回回回回回回回回回回回回回回回回回回回回回回回

産業への展開研 究 の 内 容

個体老化と老化関連疾患発症のメカニズムに関する研究
教育学部 学校保健学講座 西 尾 尚 美 准教授

働く宝石を創る
大学院理工学研究科 物質科学部門 物質基礎領域 武 田 博 明 教授

これまで合成した人工結晶。☆印がゲーレナイト
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埼玉に住んで約5年で、いくつかの地域工務
店の人たちと知り合い、地域貢献への意志を強く感じました。およその
企業は機能性・利便性など可視化しやすい数字やルールで整理がつく経
済的価値を重視することは承知ですが、愛着・誇りなど可視化しにくい
共感的価値を忘れかけていませんか。木材を事例にすれば、山・林業に
お金を還すのは無論、日本の国土の約7割もある森林という環境がなけ
れば生産できません。大半の人たちは約3割の都市や郊外に住み、山に
ある原料を基にした物品や食物などを消費しています。埼玉では主に西
側（秩父や飯能方面）が森林、東側が街であり、遠くない関係です。日
常生活は様々なサービス・システム・製品など、工業・情報化社会での
経済主導のモノで溢れています。持続可能な社会に向けてもっとモノの
背景に思いを馳せ、未来へのモノガタリを構築する共感資源ともいうべ
き森林を見直す価値は少なくないでしょう。かつて日本人は生活・文化
として森林資源を大切にしてきました。戦後の拡大造林で植樹された日
本のスギやヒノキなどは約75年を経て伐採期を迎え活用が待ち望まれて
います。
このような想いで昨年度、当研究室の学生が卒業研究で制作した2つ

の木造構築物を紹介します。1．富士見市の工務店が行う木工教室の廃
材ストック用の小屋と2．加須市のカフェ屋外テラスの改修です。いず
れも学生が設計し、工務店のアドバイスのもと、施主と一緒に地域産木
材を使って施工しました。小さくとも既存のモノに寄り添う木造構築物
が、街中で可視化された森林資源として利用者の共感を育むことが期待
されます。ポストコロナの時代に向けて、このようなモノガタリがポジ
ティブに更新されていくことを願います。

製造技術として欠くことのできないプ
レス加工や鍛造加工などの塑性加工分野
においても、コンピュータを活用したデ

ジタル化が進められています。そしてその手段は、開発期間の
短縮や作業の脱属人化など目的によって変わってきます。開発
期間短縮に有効な手段であるコンピュータ上で加工を模擬する
塑性加工シミュレーションは、バーチャル世界で試作ができる
ほど実用的なレベルになってきています。
バーチャル試作では、入力する材料強度や摩擦係数などのデ
ータと、出力される成形形状や加工力などのデータの妥当性を
把握したうえで、得られた結果を評価することが重要です。一
般に、得られた結果が現実に近いほど評価しやすくなります。
そのために、材料強度や摩擦係数などのデータは、対象とする
加工の実際に則したデータとする必要があります。また、成形
形状や加工力などのデータは、実加工あるいは要素を切り出し
たモデル実験での検証が有効です。
ものつくり大学塑性加工研究室では、①革新的塑性加工技術
の開発、②塑性加工プロセス・プロセス設計デジタル化技術の

開発、③塑性加工シミュレーション高精度化技術の開発の3つ
を柱として研究を進めています。これらの研究は、塑性加工シ
ミュレーションと、実験室レベルで行うことができるモデル実
験を両輪として推進しています。なお、塑性加工シミュレーシ
ョンは、③の研究において得られた材料強度や摩擦係数の高精
度データが反映されます。図は厚肉円管の逐次鍛造を対象とし
た例で、塑性加工シミュレーション結果（左）とモデル実験結果
（右）を並べて示しています。塑性加工シミュレーションの活用
に興味がある方はお声掛けいただければ幸いです。

「「ももののつつくくりり大大学学」」へへよよううここそそ
今回の内容について、ご関心・興味をお持ちの方は、下記にご連絡下さい。

埼玉県経営者協会 専務理事 廣澤 健一 �048‐647‐4100
�048‐641‐0924

連 載
第第第第第第第第第第第第第第第第第第第第第第第第111111111111111111111111000000000000000000000000000000000000000000000000回回回回回回回回回回回回回回回回回回回回回回回回

埼玉の地域工務店の魅力―森林という共感価値―
建設学科 戸 田 都生男 准教授

戸田 都生男（とだ つきお）准教授、大阪芸術大学建築学科卒業、京都府立大学大学院生命環境科学研究科、博士（学術）、
一級建築士、環境カウンセラー（環境省登録）、木材加工用機械作業主任者。Ms建築設計事務所、麻生建築＆デザイン専門学
校講師等を経て2016年4月より現職。2015年第1回ウッドデザイン賞受賞。2019年日本建築学会教育賞（教育貢献）受賞。専門
は環境心理学・建築計画・木造建築。（連絡先：048‐564‐3853／toda@iot.ac.jp）

塑性加工におけるバーチャル試作
総合機械学科 牧 山 高 大 講師

牧山 高大（まきやま たかひろ） 講師 博士（工学） 電気通信大学大学院博士後期課程修了。株式会社日立製作所生産技
術研究所を経て2019年4月より現職。塑性加工学会所属。
（連絡先：048‐564‐3827／makiyama@iot.ac.jp）

1．富士見市の工務店
木造廃材小屋増築

2．加須市のカフェ屋外テラス
木造改修
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令
和
二
年
五
月
十
九
日
に
髙
田
直
芳

埼
玉
県
教
育
委
員
会
教
育
長
、
木
塚
欽

也
埼
玉
労
働
局
長
、
田
中
健
埼
玉
県
産

業
労
働
部
雇
用
労
働
課
長
が
本
会
事
務

局
に
来
局
さ
れ
、
本
会
石
井
進
会
長
に

対
し
「
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
症

へ
の
対
応
を
踏
ま
え
た
高
校
生
等
の
就

職
支
援
に
関
す
る
要
請
」
を
手
交
し
ま

し
た
。

会
員
各
位
に
お
か
れ
ま
し
て
は
、
本

要
請
の
趣
旨
を
踏
ま
え
、
新
規
高
等
学

校
及
び
特
別
支
援
学
校
卒
業
予
定
者
の

採
用
に
つ
き
ま
し
て
、
引
き
続
き
御
協

力
く
だ
さ
い
ま
す
よ
う
お
願
い
い
た
し

ま
す
。

（
要
請
文
は
以
下
の
と
お
り
）

新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
症

へ
の
対
応
を
踏
ま
え
た
高
校
生

等
の
就
職
支
援
に
関
す
る
要
請

本
県
の
教
育
行
政
の
推
進
に
つ
き
ま

し
て
は
、
日
頃
よ
り
格
別
の
御
理
解
、

御
協
力
を
賜
り
、
厚
く
御
礼
申
し
上
げ

ま
す
。

現
在
、
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
が
世

界
的
に
猛
威
を
振
る
っ
て
お
り
、
終
息

の
兆
し
が
見
え
ず
、
世
界
経
済
は
大
恐

慌
以
来
と
な
る
大
幅
な
景
気
の
後
退
が

想
定
さ
れ
ま
す
。

国
内
の
雇
用
状
況
に
つ
い
て
も
大
変

厳
し
く
、
高
校
生
等
の
就
職
に
お
い
て

も
、
極
め
て
厳
し
い
状
況
と
言
え
ま
す
。

埼
玉
県
、
埼
玉
労
働
局
、
及
び
県
教

育
委
員
会
と
い
た
し
ま
し
て
は
、
高
校

生
等
の
就
職
支
援
に
全
力
で
取
り
組
む

と
と
も
に
、
貴
団
体
所
属
の

事
業
所
と
連
携
を
図
り
、
明

日
の
埼
玉
を
担
う
人
材
の
育

成
に
努
め
て
ま
い
り
ま
す
。

貴
団
体
所
属
の
事
業
所
に

お
か
れ
ま
し
て
は
、
大
変
な

経
営
努
力
を
さ
れ
て
い
る
こ

と
と
存
じ
ま
す
が
、
高
等
学

校
及
び
特
別
支
援
学
校
卒
業

予
定
者
の
採
用
に
つ
き
ま
し

て
、
引
き
続
き
御
協
力
を
い

た
だ
き
ま
す
よ
う
、
改
め
て

お
願
い
い
た
し
ま
す
。

貴
職
に
お
か
れ
ま
し
て
も
、

今
回
の
要
請
の
趣
旨
を
御
理

解
い
た
だ
き
、
貴
団
体
所
属

の
事
業
所
へ
の
御
協
力
に
、

特
段
の
御
配
慮
を
お
願
い
申

し
上
げ
ま
す
。

令
和
二
年
五
月
十
九
日

埼
玉
県
知
事

大
野

元
裕

埼
玉
労
働
局
長

木
塚

欽
也

埼
玉
県
教
育
委
員
会
教
育
長

髙
田

直
芳

一
般
社
団
法
人

埼
玉
県
経
営
者
協
会

会
長

石
井

進
様

コ
ロ
ナ
不
況
と
人
員
整
理

今
回
の
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
拡
大
に
よ

る
売
上
の
激
減
や
事
業
の
休
止
な
ど
の
影
響

に
よ
り
雇
用
が
維
持
で
き
ず
、
人
員
整
理
に

よ
る
解
雇
や
雇
止
め
が
二
万
五
千
人
を
超
え

た
こ
と
、
そ
の
う
ち
の
大
半
は
パ
ー
ト
・
有

期
労
働
者
な
ど
の
い
わ
ゆ
る
非
正
規
労
働
者

で
あ
る
こ
と
が
報
ぜ
ら
れ
て
い
る
。

こ
れ
は
、
従
来
か
ら
わ
が
国
の
雇
用
制
度

で
は
、
非
正
規
労
働
者
は
、
こ
の
よ
う
な
景

気
変
動
の
発
生
の
場
合
の
「
雇
用
調
整
要

員
」
と
さ
れ
て
い
た
こ
と
が
影
響
し
て
い
る

と
思
わ
れ
る
。

判
例
上
も
、
臨
時
員
な

ど
の
「
比
較
的
簡
易
な
採

用
手
続
」
で
採
用
さ
れ
た

短
期
的
有
期
契
約
の
労
働

者
は
、「
い
わ
ゆ
る
終
身

雇
用
の
期
待
の
下
に
期
間
の
定
め
な
い
契
約

の
い
わ
ゆ
る
本
工
を
解
雇
す
る
場
合
と
は
お

の
ず
か
ら
合
理
的
な
差
異
が
あ
る
べ
き
で
あ

る
」
と
さ
れ
、
事
業
上
や
む
を
得
な
い
理
由

に
よ
り
人
員
削
減
を
す
る
必
要
が
あ
る
と
判

断
さ
れ
る
場
合
に
は
、「
こ
れ
に
先
立
ち
、

期
間
の
定
め
な
く
雇
用
さ
れ
て
い
る
従
業
員

に
つ
き
希
望
退
職
募
集
の
方
法
に
よ
る
人
員

削
減
を
図
ら
な
か
っ
た
と
し
て
も
、
そ
れ
を

も
っ
て
不
当
、
不
合
理
で
あ
る
と
い
う
こ
と

は
で
き
ず
、
右
希
望
退
職
者
の
募
集
に
先
立

ち
臨
時
員
の
雇
止
め
が
行
わ
れ
て
も
や
む
を

得
な
い
と
い
う
べ
き
で
あ
る
。」（
昭
六
一
・

一
二
・
四
最
高
裁
一
小
判
決
日
立
メ
デ
ィ
コ

事
件
）
と
し
て
認
め
ら
れ
て
き
た
。

不
合
理
な
待
遇
禁
止
と
の
関
係

と
こ
ろ
が
、
い
わ
ゆ
る
「
働
き
方
改
革
」

に
お
け
る
、
パ
ー
ト
・
有
期
労
働
者
に
対
す

る
「
不
合
理
な
待
遇
の
禁
止
」
と
し
て
、「
通

常
の
労
働
者
の
待
遇
と
の
間
に
お
い
て
不
合

理
と
認
め
ら
れ
る
相
違
を
設
け
て
は
な
ら
な

い
」（
パ
ー
ト
・
有
期
法
第
八
条
）
と
の
立

法
化
が
な
さ
れ
た
。
こ
れ
は
、
多
様
な
働
き

方
を
選
択
で
き
る
社
会
の
実
現
を
す
る
た
め

に
は
正
規
労
働
者
と
の
待
遇
の
均
等
・
均
衡

の
促
進
が
必
要
と
さ
れ
た
た
め
で
あ
る
。

そ
し
て
、
こ
の
対
象
は
賃
金
の
み
で
な
く
、

す
べ
て
の
待
遇
に
及
ぶ
と
解
さ
れ
、
経
営
上

の
必
要
に
よ
る
人
員
整
理
の
場
合
に
も
、
こ

の
立
法
が
直
接
適
用
さ
れ
る
か
否
か
は
別
と

し
て
、
従
来
の
よ
う
に
パ
ー
ト
・
有
期
労
働

者
は
雇
用
調
整
要
員
だ
か
ら
こ
の
よ
う
な
経

営
上
の
危
機
時
に
は
、
当
然
に
人
員
整
理
し

て
よ
い
の
だ
と
い
う
対
応
は
と
り
得
な
い
と

思
わ
れ
る
。

均
衡
の
流
れ
の
中
で
の
人
員
整
理

そ
こ
で
、
今
回
の
コ
ロ
ナ
不
況
に
よ
る
人

員
整
理
に
お
い
て
も
、
パ
ー
ト
・
有
期
雇
用

の
性
格
か
ら
み
て
終
身
雇
用
制
の
雇
用
慣
行

に
あ
る
正
社
員
と
全
く
同
一
の
立
場
に
お
い

て
人
員
整
理
を
考
え
な
け
れ
ば
、
そ
の
整
理

解
雇
は
解
雇
権
の
濫
用
に
よ
り
無
効
と
な
る

と
い
っ
た
こ
と
に
は
直
ち
に
は
な
ら
な
い
と

解
さ
れ
る
が
、
そ
の
場
合
で
も
、『
非
正
規

雇
用
は
雇
用
調
整
要
員
だ
か
ら
』
と
い
う
理

由
だ
け
で
解
雇
す
る
こ
と
は
解
雇
権
の
濫
用

と
さ
れ
る
可
能
性
が
あ
る
。
そ
こ
で
、
パ
ー

ト
・
有
期
労
働
者
の
従
事
業
務
、
雇
用
契
約

の
内
容
、
職
務
内
容
・
職
務
上
の
地
位
、
専

門
性
、
技
術
、
能
力
、
資
格
、
解
雇
の
影
響

そ
の
他
諸
般
の
事
情
か
ら
の
検
討
が
必
要
と

な
ろ
う
。
そ
の
た
め
に
は
、
い
わ
ゆ
る
整
理

解
雇
の
四
要
件
（
要
素
）
を
前
提
と
し
て
人

員
整
理
の
手
続
を
進
め
る
こ
と
が
重
要
で
あ

り
、
こ
の
点
か
ら
検
討
し
て
対
応
す
る
必
要

が
あ
ろ
う
と
思
わ
れ
る
。

パ
ー
ト
・
有
期
の
い
わ
ゆ

る
コ
ロ
ナ
解
雇
問
題

弁
護
士

安
西

�

田中雇用労働課長 木塚埼玉労働局長 本会石井会長 髙田教育長
高校生等の就職支援に関し要請書を石井会長に手交

高
校
生
等
の
就
職
支
援
に
関
し
大
野
埼
玉
県
知
事
・

木
塚
埼
玉
労
働
局
長
・
髙
田
埼
玉
県
教
育
委
員
会
教
育
長

が
本
会
石
井
会
長
に
要
請

―10―



企
業
向
け
相
談
窓
口
パ
ン
フ
レ
ッ
ト

（
2
0
2
0
年
度
版
）の
御
案
内

埼
玉
県
中
小
企
業
制
度

融
資
の
御
案
内

①
テ
レ
ワ
ー
ク
Ｗ
Ｅ
Ｂ
セ
ミ
ナ
ー

（
オ
ン
デ
マ
ン
ド
配
信
）

②
男
性
の
働
き
方
見
直
し
研
修

ス
キ
ル
ア
ッ
プ
講
習

9
月
開
講
講
座
の
お
知
ら
せ

30
代
・
40
代
で
も
大
丈
夫
！

正
社
員
に
な
ろ
う
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト

（
求
人
企
業
募
集
）

県
内
中
小
企
業
2
年
目
・
3
年
目

社
員
合
同
研
修
会
を
開
催
し
ま
す

埼
玉
県
で
は
、
企
業
の
皆
様
向
け
の

相
談
窓
口
を
ま
と
め
た
パ
ン
フ
レ
ッ
ト

を
作
成
し
、
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
に
掲
載
を

し
て
い
ま
す
。（
経
営
、
労
働
・
雇
用
、

資
金
、
技
術
・
知
的
財
産
、
人
材
育
成
、

企
業
立
地
の
各
分
野
に
つ
い
て
掲
載
し

て
い
ま
す
。）

事
業
を
進
め
て
い
く
た
め
に
、
ど
ん

な
支
援
策
が
あ
る
の
か
。
ど
こ
に
相
談

し
た
ら
よ
い
の
か
。
こ
の
よ
う
な
と
き
、

パ
ン
レ
ッ
ト
を
御
覧
い
た
だ
き
、
各
支

援
機
関
に
お
気
軽
に
御
相
談
く
だ
さ
い
。

https
://w

w
w
.pr

ef.saitam
a.lg.jp/a0

801/soudanm
adog

uchi.htm
l

�
問
い
合
わ
せ
先

県
産
業
労
働
政
策
課

（
0
4
8
―
8
3
0
―
3
7
2
3
）

県
で
は
、
中
小
企
業
の
皆
様
に
事
業

に
必
要
な
資
金
を
円
滑
に
調
達
し
て
い

た
だ
く
た
め
の
融
資
制
度
を
設
け
て
い

ま
す
。

県
が
金
融
機
関
に
利
子
を
補
助
す
る

こ
と
に
よ
り
、
中
小
企
業
の
皆
様
が
金

融
機
関
か
ら
低
い
利
率
で
融
資
を
受
け

る
こ
と
が
で
き
ま
す
。

本
年
5
月
か
ら
、
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ

ル
ス
感
染
症
の
影
響
を
受
け
て
売
上
高

が
減
少
し
て
い
る
方
向
け
に
、
当
初
3

年
間
無
利
子
・
保
証
料
ゼ
ロ
で
あ
る「
新

型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
症
対
応
資

金
」
を
設
け
て
い
ま
す
。

無
利
子
・
保
証
料
ゼ
ロ
が
適
用
さ
れ

る
融
資
対
象
者
は
売
上
高
が
前
年
同
期

に
比
べ
て
15
％
以
上
減
少
し
て
い
る
方

（
小
規
模
な
個
人
事
業
主
の
場
合
は
5

％
以
上
減
少
）
で
す
。

ま
た
、
そ
の
他
の
資
金
と
し
て
、「
経

営
安
定
資
金
」
等
の
低
利
な
資
金
を
御

用
意
し
て
い
ま
す
。

事
業
に
必
要
な
資
金
の
借
入
れ
を
お

考
え
の
方
は
、是
非
、御
相
談
く
だ
さ
い
。

「
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
症
対

応
資
金
」
の
御
相
談
・
受
付
は
県
制
度

融
資
の
取
扱
金
融
機
関
、
そ
の
他
の
資

金
の
受
付
は
商
工
会
議
所
又
は
商
工
会

と
な
っ
て
お
り
ま
す
。

※
融
資
に
あ
た
っ
て
は
金
融
機
関
及
び

信
用
保
証
協
会
の
審
査
が
あ
り
ま
す
。

http
://w

w
w
.pref.saitam

a.lg.jp
/a0805/seidoyushi/

�
問
い
合
わ
せ
先

県
制
度
融
資
の
取
扱
金
融
機
関

地
元
の
商
工
会
議
所
又
は
商
工
会

県
金
融
課

（
0
4
8
―
8
3
0
―
3
8
0
1
）

①
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
症
対
策

と
し
て
、
感
染
拡
大
の
防
止
と
事
業

継
続
性
の
確
保
を
図
る
た
め
テ
レ
ワ

ー
ク
の
活
用
が
有
効
で
す
。
テ
レ
ワ

ー
ク
の
導
入
手
法
や
メ
リ
ッ
ト
・
注

意
点
な
ど
に
つ
い
て
専
門
家
が
分
か

り
や
す
く
解
説
し
ま
す
。

�
研
修
時
期
・
方
法

6
月
15
日
か
ら
12
月
15
日
ま
で
オ
ン

デ
マ
ン
ド
配
信
を
行
い
ま
す
。

②
働
き
方
改
革
や
女
性
活
躍
を
進
め
る

た
め
に
は
、
長
時
間
労
働
を
前
提
と

し
た
働
き
方
の
見
直
し
や
男
性
の
意

識
改
革
を
図
る
こ
と
が
重
要
で
す
。

中
小
企
業
診
断
士
が
、
無
料
で
研
修

を
実
施
し
ま
す
。

�
研
修
内
容

働
き
方
改
革
関
連
法
の
概
要

働
き
方
見
直
し
の
実
践
方
法

育
児
・
介
護
休
業
制
度

な
ど

※
申
込
企
業
の
会
議
室
や
Ｗ
Ｅ
Ｂ
等
で

実
施
し
ま
す
。

�
問
い
合
わ
せ
先

①
埼
玉
県
働
き
方
改
革
セ
ミ
ナ
ー
等
運

営
事
務
局
（
ア
デ
コ
株
式
会
社
）

（
0
1
2
0
―
2
2
7
―
7
0
1
）

（https://w
w
w
.pref.saitam

a.lg.
jp/w

om
enom

ics/sem
inar/pref/i

ndex.htm
l

）

②
一
般
社
団
法
人
埼
玉
県
中
小
企
業
診

断
協
会

働
き
方
改
革
事
務
局

（
0
4
8
―
7
6
2
―
3
3
9
1
）

県
で
は
、
働
い
て
い
る
方
を
対
象
に

実
務
に
役
立
つ
短
期
間
の
ス
キ
ル
ア
ッ

プ
講
習
を
実
施
し
て
い
ま
す
。
仕
事
の

ス
キ
ル
を
高
め
た
い
方
や
資
格
取
得
を

目
指
す
方
、社
員
の
ス
キ
ル
ア
ッ
プ
を
お

考
え
の
企
業
は
是
非
御
活
用
く
だ
さ
い
。

�
講
習
内
容

プ
レ
ゼ
ン
テ
ー
シ
ョ
ン

技
法
、
介
護
支
援
専
門
員
試
験
準
備

講
習
、
プ
ロ
グ
ラ
ミ
ン
グ
な
ど
多
数

�
実
施
場
所

県
立
高
等
技
術
専
門

校
・
職
業
能
力
開
発
セ
ン
タ
ー
（
講

座
に
よ
り
異
な
り
ま
す
）

�
受
講
料

2
�
0
0
0
円
〜
5
�
5

0
0
円
（
別
途
テ
キ
ス
ト
代
が
か
か

り
ま
す
）

�
申
込
み
期
間

8
月
1
日
〜
10
日

�
講
習
日
程

9
〜
10
月
中
の
2
〜
6

日
間
（
講
座
に
よ
り
異
な
り
ま
す
）

�
問
い
合
わ
せ
先

県
産
業
人
材
育
成
課

（
0
4
8
―
8
3
0
―
4
5
9
8
）

県
で
は
30
代
・
40
代
の
求
職
者
の
正

社
員
採
用
を
検
討
し
て
い
る
県
内
企
業

を
募
集
し
て
い
ま
す
。
求
人
票
作
成
支

援
や
8
月
31
日
㈪
に
合
同
企
業
説
明
会

を
実
施
し
て
、
求
職
者
の
方
と
の
マ
ッ

チ
ン
グ
支
援
を
お
こ
な
い
ま
す
。
ま
た
、

参
加
企
業
の
方
向
け
に
、
左
記
①
・
②

を
、
3
密
を
回
避
し
た
対
面
式
と
オ
ン

ラ
イ
ン
の
併
用
で
実
施
し
ま
す
。

①
受
入
体
制
構
築
セ
ミ
ナ
ー

経
営
者
・
人
事
責
任
者
の
方
向
け
と

人
事
担
当
者
・
受
入
部
門
責
任
者
向
け

の
2
部
制
で
開
催
し
ま
す
。

経
営
者
・
人
事
責
任
者
の
方
に
対
し

て
は
、
経
営
戦
略
・
人
材
戦
略
の
観
点

か
ら
、
30
代
・
40
代
の
正
社
員
採
用
及

び
定
着
の
ポ
イ
ン
ト
を
分
か
り
や
す
く

お
伝
え
し
ま
す
。ま
た
、人
事
担
当
者
・

受
入
部
門
責
任
者
の
方
等
に
対
し
て
は
、

実
際
の
採
用
場
面
で
の
工
夫
や
入
社
後

の
定
着
に
向
け
て
の
ポ
イ
ン
ト
を
分
か

り
や
す
く
お
伝
え
し
ま
す
。

②
キ
ャ
リ
ア
支
援
ア
ド
バ
イ
ザ
ー
派
遣

（
人
事
コ
ン
サ
ル
タ
ン
ト
に
よ
る
支
援
）

求
職
者
に
と
っ
て
魅
力
的
な
求
人
票

の
書
き
方
や
採
用
後
も
モ
チ
ベ
ー
シ
ョ

ン
を
維
持
し
な
が
ら
働
け
る
環
境
づ
く

り
の
相
談
、
合
同
企
業
説
明
会
を
有
効

活
用
す
る
た
め
の
活
用
法
な
ど
を
人
事

コ
ン
サ
ル
タ
ン
ト
が
ア
ド
バ
イ
ス
さ
せ

て
い
た
だ
き
ま
す
。

※
求
人
票
作
成
や
実
施
日
時
・
方
法
等

の
詳
細
は
Ｈ
Ｐ
を
御
覧
く
だ
さ
い
。

https
://seisyainsaitam

a.com
/c

om
pany01/

�
問
い
合
わ
せ
先

令
和
2
年
度

埼
玉
県

正
社
員
に

な
ろ
う
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
事
務
局

（
0
1
2
0
―
5
5
5
―
8
4
3
）

県
で
は
、
若
手
社
員
の
職
場
定
着
を

支
援
す
る
た
め
、
入
社
2
年
目
・
3
年

目
の
若
手
社
員
を
対
象
と
し
た
合
同
研

修
会
を
実
施
し
ま
す
。
是
非
御
活
用
く

だ
さ
い
。

①
日
程

9
〜
10
月
（
各
会
場
1
日
）

②
会
場

県
内
6
地
域
（
さ
い
た
ま
、

川
越
、川
口
、春
日
部
、熊
谷
、秩
父
）

③
内
容

効
率
的
な
仕
事
の
進
め
方
、

職
場
の
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
な
ど

※
日
程
・
内
容
等
、
一
部
変
更
と
な
る

可
能
性
が
ご
ざ
い
ま
す
。
詳
細
は
お

問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

�
問
い
合
わ
せ
先

ヒ
ュ
ー
マ
ン
ア
カ
デ
ミ
ー
株
式
会
社

※
県
の
事
業
受
託
者

（
0
3
―
5
3
4
8
―
2
0
3
9
）

県
雇
用
労
働
課

（
0
4
8
―
8
3
0
―
4
5
1
8
）

埼埼埼埼埼埼埼埼埼埼埼埼埼埼埼埼埼埼埼埼埼埼埼埼埼埼埼埼埼埼埼埼埼埼埼埼埼埼埼埼埼埼埼埼埼埼
玉玉玉玉玉玉玉玉玉玉玉玉玉玉玉玉玉玉玉玉玉玉玉玉玉玉玉玉玉玉玉玉玉玉玉玉玉玉玉玉玉玉玉玉玉玉
県県県県県県県県県県県県県県県県県県県県県県県県県県県県県県県県県県県県県県県県県県県県県県

かかかかかかかかかかかかかかかかかかかかかかかかかかかかかかかかかかかかかかかかかかかかかか
らららららららららららららららららららららららららららららららららららららららららららららら
のののののののののののののののののののののののののののののののののののののののののののののの

おおおおおおおおおおおおおおおおおおおおおおおおおおおおおおおおおおおおおおおおおおおおおお
知知知知知知知知知知知知知知知知知知知知知知知知知知知知知知知知知知知知知知知知知知知知知知
らららららららららららららららららららららららららららららららららららららららららららららら
せせせせせせせせせせせせせせせせせせせせせせせせせせせせせせせせせせせせせせせせせせせせせせ

コバトン
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六
月
二
五
日
〜
七
月
二
九
日

◆
六
・
二
五
日

労
働
問
題
無
料
相
談

会
（
ソ
ニ
ッ
ク
シ
テ
ィ
）

◆
七
・
一
四

事
業
継
続
セ
ミ
ナ
ー（
ソ

ニ
ッ
ク
シ
テ
ィ
）

◆
七
・
一
七

大
学
生
イ
ン
タ
ー
ン
シ

ッ
プ
大
学
・
企
業
情
報
交
換
会
（
ソ

ニ
ッ
ク
シ
テ
ィ
）

◆
七
・
二
九

第
一
回
特
別
セ
ミ
ナ
ー

（
ソ
ニ
ッ
ク
シ
テ
ィ
）

告

知

版

★
ア
フ
タ
ー
コ
ロ
ナ
・
ウ
ィ
ズ
コ
ロ
ナ

時
代
の
リ
モ
ー
ト
マ
ネ
ジ
メ
ン
ト
研

修
日
時

八
月
三
日
㈪
一
三
時
三
〇
分
〜

一
六
時
三
〇
分

会
場

ソ
ニ
ッ
ク
シ
テ
ィ
六
〇
二

内
容

在
宅
勤
務（
リ
モ
ー
ト
ワ
ー
ク
）

従
事
者
を
適
切
に
マ
ネ
ジ
メ
ン

ト
し
、
パ
フ
ォ
ー
マ
ン
ス
の
高

い
チ
ー
ム
を
作
り
上
げ
る
考
え

方
と
ス
キ
ル
を
習
得
す
る

講
師

㈱
イ
ン
ソ
ー
ス

大
塚
久
理
子

氏

★
第
三
回
ト
ッ
プ
セ
ミ
ナ
ー

日
時

九
月
一
四
日
㈪
一
三
時
三
〇
分

〜
一
六
時
三
〇
分

会
場

ソ
ニ
ッ
ク
シ
テ
ィ
四
〇
一
・
四

〇
二

内
容

介
護
離
職
を
考
え
る
集
い
（
埼

玉
県
経
営
者
協
会
・
日
本
経
済

調
査
協
議
会
合
同
シ
ン
ポ
ジ
ウ

ム
〜

助
言
者

Ｎ
Ｐ
Ｏ
法
人
高
齢
社
会
を
よ

く
す
る
女
性
の
会
理
事
長

樋

口
恵
子
氏

★
働
き
方
改
革
・
働
き
が
い
向
上
委
員

会
「
1
ｏ
ｎ
1
ミ
ー
テ
ィ
ン
グ
2
Ｄ

Ａ
Ｙ
Ｓ
セ
ミ
ナ
ー
」
Ｄ
Ａ
Ｙ
1

日
時

九
月
二
三
日
㈬
一
三
時
三
〇
分

〜
一
六
時
三
〇
分

会
場

ソ
ニ
ッ
ク
シ
テ
ィ
四
〇
三
・
四

〇
四

内
容

圧
倒
的
組
織
力
向
上
が
み
ら
れ

る
企
業
が
導
入
し
て
い
る
の
は
、

1
ｏ
ｎ
1
ミ
ー
テ
ィ
ン
グ
で

す
！
〜
基
礎
行
動
を
た
っ
ぷ
り

と
時
間
を
か
け
て
体
得
し
ま
し

ょ
う

講
師

ビ
ジ
ネ
ス
コ
ー
チ
㈱
パ
ー
ト
ナ

ー
エ
グ
ゼ
ク
テ
ィ
ブ
コ
ー
チ

加
地
照
子
氏

★
働
き
方
改
革
・
働
き
が
い
向
上
委
員

会
「
1
ｏ
ｎ
1
ミ
ー
テ
ィ
ン
グ
2
Ｄ

Ａ
Ｙ
Ｓ
セ
ミ
ナ
ー
」
Ｄ
Ａ
Ｙ
2

日
時

一
〇
月
二
二
日
㈭
一
三
時
三
〇

分
〜
一
六
時
三
〇
分

会
場

ソ
ニ
ッ
ク
シ
テ
ィ
九
〇
六

内
容

圧
倒
的
組
織
力
向
上
が
み
ら
れ

る
企
業
が
導
入
し
て
い
る
の
は
、

1
ｏ
ｎ
1
ミ
ー
テ
ィ
ン
グ
で

す
！
〜
実
践
行
動
を
た
っ
ぷ
り

と
時
間
を
か
け
て
体
得
し
ま
し

ょ
う

講
師

ビ
ジ
ネ
ス
コ
ー
チ
㈱
パ
ー
ト
ナ

ー
エ
グ
ゼ
ク
テ
ィ
ブ
コ
ー
チ

加
地
照
子
氏

会
員
の
動
き

〈
新
入
会
の
ご
案
内
〉

㈱
大
東

代
表
取
締
役

坂
原

一

さ
い
た
ま
市
見
沼
区
南
中
野
二
八
八

―
二

電
話
〇
四
八
―
八
一
二
―
四
六
〇
二

（
資
）
一
千
万
円

（
従
）
一
三
名

管
工
事
業

㈱
フ
ェ
ニ
ッ
ク
ス

代
表
取
締
役

髙
柳
太
輔

川
口
市
西
青
木
二
―
二
―
一
一

Ｎ
Ｔ
Ｔ
川
口
青
木
ビ
ル
一
階

電
話
〇
四
八
―
二
二
九
―
〇
六
〇
〇

（
資
）
七
千
万
円

（
従
）
一
三
〇
名

警
備
業
・
防
犯
カ
メ
ラ
販
売

㈱
横
尾
材
木
店
本
社

代
表
取
締
役
社
長

横
尾

守

本
庄
市
本
庄
一
―
一
―
七

電
話
〇
四
九
五
―
二
二
―
三
五
八
四

（
資
）
九
千
五
百
万
円

（
従
）
四
〇
名

不
動
産
・
建
設
業

〈
代
表
者
変
更
〉

ク
リ
ー
ン
シ
ス
テ
ム
㈱

代
表
取
締
役
社
長

町
田
哲
雄
（
旧

田
口
幸
隆
）

埼
玉
ダ
イ
ハ
ツ
販
売
㈱

代
表
取
締
役
社
長

田
中
英
穂
（
旧

細
田
真
一
）

三
共
理
化
学
㈱

代
表
取
締
役

冨
増

弘
（
旧

須
藤

進
）

大
和
証
券
㈱
大
宮
支
店

支
店
長

鳥
居
真
太
郎
（
旧

藤
澤
正
博
）

㈱
デ
ン
ソ
ー
ワ
イ
パ
シ
ス
テ
ム
ズ

取
締
役
社
長

鈴
木

敦
（
旧

奥
川
浩
巳
）

東
京
電
力
パ
ワ
ー
グ
リ
ッ
ド
㈱
埼
玉
総

支
社埼

玉
総
支
社
長

石
川
文
彦
（
旧

草
柳
昭
司
）

㈱
東
洋
ク
オ
リ
テ
ィ
ワ
ン

代
表
取
締
役
社
長

関

俊
明
（
旧

丸
末
一
之
）

東
日
本
電
信
電
話
㈱
埼
玉
事
業
部

取
締
役
埼
玉
事
業
部
長

石
川

達
（
旧

榊
原

明
）

㈱
ピ
ッ
ク
ル
ス
コ
ー
ポ
レ
ー
シ
ョ
ン

代
表
取
締
役
社
長

宮
本
雅
弘
（
旧

代
表
取
締
役
会
長

荻
野
芳
朗
）

三
井
化
学
産
資
㈱
埼
玉
事
業
所

事
業
所
長

三
輪
龍
士
（
旧

和
氣

進
）

り
そ
な
カ
ー
ド
㈱

代
表
取
締
役
社
長

前
田
哲
哉
（
旧

土
屋
隆
志
）

ロ
イ
ヤ
ル
パ
イ
ン
ズ
ホ
テ
ル
浦
和

総
支
配
人

真
野
浩
明
（
旧

道
上
浩
之
）

〈
社
名
変
更
〉

グ
リ
コ
マ
ニ
ュ
フ
ァ
ク
チ
ャ
リ
ン
グ
ジ

ャ
パ
ン
㈱

（
旧

関
東
グ
リ
コ
㈱
）

〈
住
所
変
更
〉

㈱
飯
野
製
作
所

東
京
都
品
川
区
東
品
川
二
―
二
―
二

四
天
王
洲
セ
ン
ト
ラ
ル
タ
ワ
ー
17
Ｆ

（
旧

さ
い
た
ま
市
大
宮
区
寿
能
町

一
―
一
三
五
）

㈱
Ｍ
Ｉ
Ｄ

東
京
都
中
央
区
銀
座
一
―
一
五
―
四

銀
座
一
丁
目
ビ
ル
13
Ｆ

（
旧

東
京
都
中
央
区
銀
座
七
―
二

―
四
ア
ン
ジ
ェ
リ
ッ
ク
フ
ォ
セ
ッ
テ

ビ
ル
5
Ｆ
）

東
京
ガ
ス
㈱
埼
玉
支
社

さ
い
た
ま
市
南
区
沼
影
一
―
二
〇
―

一
武
蔵
浦
和
大
栄
ビ
ル
二
〇
三

（
旧

さ
い
た
ま
市
南
区
別
所
七
―

一
―
一
）

埼玉県経営者協会のホームページアドレス（URL）
https : //www.saitamakeikyo.or.jp/

埼
経
協
ニ
ュ
ー
ス
四
一
七
号

2
0
2
0
年
7
月
27
日
発
行

さ
い
た
ま
市
大
宮
区
桜
木
町
一‐

七‐

五‐

八
七

ソ
ニ
ッ
ク
シ
テ
ィ
ビ
ル
九
階

発
行
所
一
般
社
団

法

人

埼
玉
県
経
営
者
協
会

発
行
人

廣
澤
健
一

編
集
人

宮
田
信
久

電
話
〇
四
八‐

六
四
七‐

四
一
〇
〇

印
刷
所

望
月
印
刷
株
式
会
社

さ
い
た
ま
市
中
央
区
円
阿
弥
五‐

八‐

三
六

事
業
だ
よ
り
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